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表１　症状と病害虫の例（果菜類）

表２　「適応病害虫と使用方法」の殺虫剤の一例　（殺虫剤「ベニカ水溶剤」）

1.農薬の種類
　農薬には害虫の防除に使う「殺虫剤」、病気の防除の「殺菌剤」、草を枯らすための除草剤などがあります。
また、家庭菜園向きの殺虫剤や殺菌剤にはスプレータイプ（写真１の①）、分包タイプ〔水溶剤や水和剤〕（同
②）、プラスティック容器タイプ〔フロアブル剤や乳剤〕（同③）などがあります。散布器具をお持ちでない方
は①のスプレータイプを、散布器具を持っていて、栽培規模が小さい方には②の分包タイプがおすすめです。
　
2.農薬を購入する前に、散布する前に
　「どうも菜園の野菜の様子がおかしい」。栽培していると、こんな時ありませんか。野菜を見てみましょう。
葉裏に虫はいませんか、病斑（丸いものや角張ったもの）はないですか。病害虫の症状の一例を表１に示しま
したが、農薬を利用する際にはその病害虫が何であるかを確認する必要があります。
　

3.農薬を使用する際の基本
　農薬は法律に基づき製造・販売されています。そして、農薬の使用者には容器のラベルや説明書に書かれ
ている事項を遵守することが義務づけられています。ラベルなどにある「適応病害虫と使用方法」を守って使
用してください。表２のトマト・ミニトマトを例にとれば、この農薬は「トマト・ミニトマトのアブラムシ
類とコナジラミ類、ハモグリバエ類の防除のために、収穫前日（24時間前）までに散布ができます。希釈倍
率はアブラムシ類・コナジラミ類は2000~4000倍、ハモグリバエ類は2000倍です。この農薬は3回以内、
散布できますが、同じ成分（クロチアニジン）の農薬を別に散布する場合は、合計で４回以内です」という意
味です。なお、殺虫剤や殺菌剤の写真1の①のスプレータイプのものは、そのまま散布できる希釈液が入っ
ていますので、希釈倍率は書かれていません。
　
4.農薬の最終有効年月
　農薬には最終有効年月があります。最終有効年月は安全・適正に使用するための使用期限のことで、たと
えば、容器や箱に「２６．１２　×××××」などと書かれてあります。これは「年（西暦下２ケタ）．月　製
造番号」を示していて、ここでは「２０２６年１２月」が最終有効年月となります。法的にも効果の点からも、
表記された年月までに使い切ってください。そして、農薬を購入する際は最終有効年月を確認して、使い切
れる量の農薬を選びましょう。

農薬を使う際の注意点　～適正な農薬使用のために～
　4月に入り、トマトやキュウリなどの果菜類をはじめ、野菜の栽培が本格化します。野菜の成長とともに病害
虫の発生も増えてきて、農薬に頼ることも多いのではないでしょうか。本格的な発生を前に、農薬をはじめて
使う方やすでに使用したことがある方も、基本的なことを確認しておきましょう。

写真１　タイプ別の農薬の例 Ａ：トマト Ｂ：ナス Ｃ：キュウリ

項目

病　気

害　虫

症状の一例
萎れ、モザイク
病斑ができる
しおれる
虫がいる
葉や果実に穴があく
葉に白いすじができる

病害虫の一例
トマト黄化葉巻病（A）、モザイク病など
キュウリべと病、ナス褐紋病など
ナス半身萎凋病、トマト青枯病など
アブラムシ類、テントウムシダマシなど
コガネムシ類（B）、オオタバコガなど
ハモグリバエ類（C）

作物名

トマト・ﾐﾆﾄﾏﾄ
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

収穫前日まで

収穫前日まで

2000~4000倍
100~300㎖/㎡ 散布

2000倍

3回以内

3回以内 4回以内

4回以内

適応病害虫名 使用時期 希釈倍率 使用液量 使用方法
総使用回数

本剤 クロチアニジン


